
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   
 

 
 
  

 

 

本日のプログラム 第 2538回例会 2019年 4月 9日（火） 

         「次年度の事業について」 

次年度親睦活動委員会 福田春彦委員長  

次年度社会奉仕委員長 酒向德享委員長 

    
前例会の記録・第 2537 回   4 月 4 日（木）18：30 
『3クラブ合同花見例会』   於：関観光ホテル 
◆開会点鐘 
◆「君が代」「奉仕の理想」斉唱 
◆関中央ロータリークラブ会長挨拶 

皆さんこんばんは。本日は三クラ
ブ合同花見例会に、美濃、関、関中
央の各ロータリークラブから大勢の
会員の皆様にご参加を頂き、誠に有
難う御座います。この三クラブ合同
の花見例会も今回で 6 回目となりま
した。三クラブの親睦を図るには、
大変良い事業だと思います。又、近
年桜の花の咲き具合が、かんばしく
ない年もあり心配していましたが、

今年は、特別参加していただいた会員の皆様の心が
けが良いため、満開と成っています。ホストクラブ
の会長として、お礼申し上げます。 
又、本日の挨拶を考えていた時に、「なぜ日本人は、

花見をするようになったのか」と疑問に思い調べま
したのでお話したいと思います。今から 1,000～
2,000 年も昔の農民は、お米を作る田んぼに「田の
神様」がいると考えていました。田の神様は、寒い
冬の間は山へ行き、あたたかい春になると、農民た
ちが住んでいる村へ帰ってくると信じられていまし
た。そして、春になって桜が咲くと、農民たちは
「田の神様が帰ってきた」と考え、桜の木のまわり
に集まり、田の神様におもてなしをしたことが、お
花見のはじまりといわれているそうです。でも、そ
の頃のお花見は、今のようなお花見とは違って、「お
米がたくさんできますように」という「おいのり」
のようなものだったといわれています。また、桜の
咲き具合によって、その年にお米がどのくらいでき
るのかを占ったり、「悪いことが起きないように」と
「厄除け」をしていたともいわれています。「田の神
様をおもてなしする行事」から、今のように「キレ
イに咲いた桜を楽しむ」というお花見のもとになっ
たのは、今から 1,200 年ほど前の平安時代のことだ
そうです。平安時代の「貴族」とよばれる人たちが、
美しい桜の花を見ながら詩を作るのを楽しんだこと
が、今のようなお花見のもとといわれています。当
時はまだ、貴族の間だけで楽しまれていたお花見で
したが、鎌倉時代に入ると少しずつ貴族以外にも広

がっていったそうです。そして、江戸時代に入ると、
身分に関係なく、みんなが美しい桜の木の下に集ま
って、お弁当を食べたり、歌を歌ったりしながら春
のおとずれを楽しむ、今のお花見のスタイルができ
たそうです。 
又、この記事の中に少し私にとって興味深いこと

が書いてありました。それは、桜の花見が、治水工
事に一役買っているということです。当時江戸を流
れる隅田川は、長雨ですぐに水かさが増し、農村部
に被害を及ぼすということが多々ありました。しか
し隅田川全体に堤防を作るということは、幕府の予
算ではどうにもなりませんでした。そこで徳川吉宗
が考えたのが、川沿いに桜の木を植えることだった
といいます。治水工事と花見は一見関係ないように
思えますが、実はとても関係が深かったのです。桜
の木を植えると当然多くの人が集まります。そうす
ると今まですぐに削られていった地面が固められ、
天然の堤防の役割を果たすようになり、驚くほど水
害が減ったといいます。全国の桜が川沿いに多いの
は、こういった理由があるからだそうです。皆さん
も本日花見例会を通じて、お互いのロータリーの絆
が踏み固まることをご祈念いたしましてご挨拶とさ
せていただきます。皆さん楽しんで時間をお過ごし
ください。 
◆委員会報告 
◎ニコボックス委員会 委員 岩倉宏幸 
出席者全員･･･今年も 3クラブ合同花見例会が開催

されましたことに感謝申し上げます。美濃ロータリ
ークラブ、関中央ロータリークラブの皆様と親睦を
深めたいと思っておりますのでよろしくお願いいた
します。花見例会開催に際し、ホストの関中央ロー
タリークラブ様には会場の準備など大変お世話にな
りましてありがとうございます。 
 

次例会のご案内  4月 16日（火）12：30 

「地区研修協議会の報告」 

担当：次期会長・幹事 
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例 会：毎週火曜日 12：30  
例会場：岐阜県関市本町 6-20大垣共立銀行関支店 2F   
事務局：岐阜県関市平和通 7-10-25アメリア 2F 



 


